























【方法】対象は健常ボランティア 15 名 (21.6±0.4 歳、21
～22 歳 ) である。アイトラッカーTobii Tx300 (Tobii 
Technology, Danderyd, Sweden) を用いて、フォントの異





激文はパターン A (ゴシック体→明朝体)、B (明朝体→ゴ











20.4 msec、明朝体の平均は 199.4±26.1 msec、100 文字
あたりの停留回数はゴシック体で平均 31.2±8.9 回、明朝
体で 29.8±8.5 回、100 文字あたりの読書時間はゴシック
体で平均 8.3±2.8 sec、明朝体で 8.0±2.4 sec であり、い
ずれも統計学的な有意差は認められなかった (それぞれ
p=0.533、p=0.237、p=0.399)。自覚的アンケートの結果は
15 人中 9 人がゴシック体の方が読みやすいと回答した 
(パターン A：2/5 人、B：4/5 人、C：3/5 人)。明朝体は 6
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図 1. 測定に用いた刺激文と視線運び (一部)  
左図は明朝体、右図はゴシック体。丸は視線の停留点でその面積は  
停留時間の長さを示し、線は衝動性眼球運動を示す。 
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